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2026 年３月期 第２四半期（中間期）業績予想と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2025 年４月 30 日に公表した 2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想及び個別業績予想と本日公表

の同期間の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、2026 年３月期

通期の連結業績予想及び個別業績予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2026 年３月期第２四半期（中間期）業績予想と実績値との差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 

(1)連結 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

中 間 純 利 益 

1 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

64,500 

百万円 

4,700 

百万円 

4,600 

百万円 

2,600 

円 銭 

50.80 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 65,567 5,533 5,486 3,461 68.63 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1,067 833 886 861  

増 減 率 （ ％ ） 1.7 17.7 19.3 33.2  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2025 年３月期第２四半期) 
63,391 4,776 4,708 2,614 47.92 

     

 (2)個別 

 売  上  高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
1 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

31,000 

百万円 

2,500 

百万円 

2,000 

円 銭 

39.08 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 31,154 3,189 2,679 53.11 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 154 689 679  

増 減 率 （ ％ ） 0.5 27.6 34.0  

 

 

 



 

 

２． 2026 年３月期通期業績予想の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 

(1)連結 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

134,000 

百万円 

10,500 

百万円 

10,300 

百万円 

5,800 

円 銭 

113.33 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 134,000 10,500 10,300 6,500 131.99 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 0 0 700  

増 減 率 （ ％ ） 0 0 0 12.1  

(ご参考)前期実績 

(2025 年３月期) 
128,141 10,488 10,587 7,370 137.67 

    

 (2)個別 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

63,500 

百万円 

6,800 

百万円 

5,400 

円 銭 

105.51 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 63,500 6,800 5,900 119.81 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 0 500  

増 減 率 （ ％ ） 0 0 9.3  

(ご参考)前期実績 

(2025 年３月期) 
62,325 7,245 6,926 129.37 

 
３．差異及び業績予想修正の理由 

 

当第２四半期（中間期）の実績につきましては、当初計画に対しユーティリティコストの上昇等があったも

のの、販売価格の適正化および原価低減に努めたことで収益性の改善が進んだことにより、各段階利益は当初

予想を上回ることとなりました。 

通期業績予想につきましては、第２四半期（中間期）までの結果を反映したうえで、先行きの不透明な現下

の経済状況等を鑑み、経常利益までは据え置き、政策保有株式の売却を見込み、（親会社株主に帰属する）当期

純利益は当初予想を上回る見込みとなりました。 

 

 

上記業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

以 上 


